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	　皆様、本日はお忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございます。

　本日、会議進行を務めさせていただきます企画政策課の石橋でございます。よろしくお願いをいたします。

　それでは、会議を開会させていただく前に、今年の４月１日付で委員の変更がございましたので、ご報告いたします。

　公募の委員といたしましてご出席をいただいておりました、皆様もうご存じだと思いますが、小川良一様でございますが、本年の４月１日付で辞職願いが提出され、市長、会長の承認を受け、職を辞されております。このことから、第３期松尾地区地域審議会の定員は、従来の15名から１名減の14名となりましたことをご報告いたします。

　続きまして、新しく委員になられた方をご紹介いたします。

　公共的団体の代表といたしまして、山武市区長会連合会より前回まで鐏益男様にご出席をいただいておりましたが、本年４月に代表者の交代がございましたため、今回から花澤和彦様にご出席をいただいておりますので、ご紹介をいたします。花澤和彦様でございます。一言ごあいさつをよろしくお願いいたします。

　今年区長会会長を拝命いたしました花澤と申します。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　それでは、平成23年度第１回松尾地区審議会を開会させていただきます。

　初めに、本日の会議の出席者のご報告をいたします。

　現在14名のところ13名のご出席をいただいております。地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告いたします。

　また、本日の会議でございますが、議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただきたいと思います。

　また、大変申し訳ございませんが、ご発言の際には、挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上でご発言いただきますようよろしくお願い申し上げます。

　それでは、会議次第により会長からごあいさつをいただきたいと思います。

　会長、よろしくお願い申し上げます。
　それでは、ごあいさつを申し上げさせていただきます。

　本日は、大変お暑い中、お忙しいところご参集をいただきましてまことにありがとうございます。

　今、課長さんとお話ししていたのですけれども、議会だよりを読ませていただいておりました。皆さんご案内のとおり、もう日夜新聞、テレビ等で報道されております大震災で各地区災害を受けた訳でございますけれども、この山武地区もそれなりの災害がございまして、それなりの対応に迫られていたような感じがいたしますけれども、災害に遭われた方々の１日も早い復興を願うところでございます。

　さて、本日は今年度の第１回目の会議でございますけれども、去年の12月、それから３月に会議を開きまして、この庁舎跡地問題については、市のほうからご説明をいただいている訳でございますけれども、私も地域を回りまして既に合併してから６年を経過する訳でございますけれども、一体庁舎跡地はどうなっているのだというようなご質問を受ける訳でございます。私のほうもどうですか、ご意見はと言うと、住民の方々もそれなりの考えはあるようでございますけれども、かといって具体的な案を示していただいていないというような状況にもございます。しかし、審議会の皆さんの中でいろいろ市のご協力を得ながら、会議を進めるたびに良い方向、良い方向づけに持っていければと考えております。

　この問題につきましては、委員の皆様には内容的には承知しているかもしれませんけれども、より忌憚のない意見をいただきまして、いい会議ができますようお願い申し上げたいと思います。

　今日の会議よろしくお願い申し上げます。

　ありがとうございました。
　続きまして、齊藤総務部長から一言ごあいさつ申し上げます。
　齊藤でございます。
　本当に暑い中、ご出席をいただきましてありがとうございます。

　今、会長さんからごあいさつございましたように、災害復旧第一優先ということで今取り組んでおります。おかげをもちまして、特に海岸地域、津波の被害を受けた地域の住居の被害等がございましたけれども、ご承知のように消防団の方やボランティアの方々の本当にご協力によって早めに復旧いたしましたし、海岸地域は海開きも順調に行われて、天候不順で心配されるところもあるのですけれども、災害ごみの処理も現地ではなくなったという状況で、ほかのほうでも地震による、あるいは若干液状化による建物被害もあるのですけれども、ある程度復旧の見通しというのはついてまいりました。ただ、今後例えば夏から実りの秋へ向けて米の出荷が無事できるだろうかという、放射性物質汚染の調査がつい先日国、県ということで、取り組みが発表されたばかりで、私はまだ詳しいことを承知していませんが、山武市も旧町村というのでしょうか、合併前のその前の旧町村単位にまずは全域調査して、そこで何もなければいいのでしょうけれども、いわゆる基準値とか、そういうものを超えなければいいのでしょうけれども、それが出た場合には次は15ヘクタール区分のメッシュですか、これを切ってさらに第二調査をやって、そこで基準値を超えるようなものについては、住所その単位に出荷制限をかけるというような、まだきちんと確認した訳ではありませんので、正確な情報とは言い切れませんけれども、そういうようなことも話されております。
　今後まだまだ今回の震災に伴う災害の対応やら、あるいは福島第一原発に伴う放射性物質の汚染問題というのはまだまだ尾を引いておりますので、非常に長期にかかるとは思います。そちらの対応は、先ほど申しましたように第一優先に取り組まなければなりませんけれども、計画に落としてあります事業についても着実にこれを進めなければなりませんので、そういうことで山武市全体の事業を着実に進めていくというふうな状況にやっとなりましたものですから、本日も今年の最大の重要課題であります庁舎跡地、それから松尾地域のこの賑わい創出というものに取り組んでいくということで、取り組みの今後の状況、進め方をお知らせするということになりますけれども、いよいよ方向をきちんと決めてそれに向かって着手していくという時期が今年、来年というふうに来ましたものですから、その点またご協力を少しよろしくお願いいたします。

　それでは、この後の議事につきましては、地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定により、会長に議長をお願いいたします。よろしくお願いします。

　それでは、会議に入ります前に、山武市松尾地区審議会運営要綱第２条の規定によりまして、会議録署名委員を２名決めさせていただきます。

　まず、鈴木委員さん、それから周東委員さん、よろしくお願いいたします。

　以上の方々２名に署名委員をお願いしたいと思います。
　それでは、議事に入らせていただきます。

　議題の１、松尾地域賑わい空間創出事業について事務局からご説明をいただきますので、よろしくお願いいたします。

　どうぞ。

　それでは、議題の１でございますが、お手元に松尾地域賑わい空間創出事業スケジュール（平成23年度）という資料に基づきましてご説明をさせていただきたいと思います。

　表につきましては、従来よりいろいろ地域審議会の方々からも多くのご意見をいただいてきている訳でございますが、いよいよこのような形でスケジュール、予定を組まさせていただきましたということで、この内容についてご説明をさせていただきたいと思います。

　私、田中のほうからこちらの資料Ａ３の資料に基づきましてご説明をさせていただきたいと思います。

　失礼ですが、座らせていただきます。

　従前より皆様方のご協力を得ながら協議を進めているところですが、平成21年度に実施した基礎調査、それを受けて事業を進めております。その基礎調査の中では主な機能として、公共公益機能の維持や地域資源の活用、そして人が集まる機能の導入というような意見が出されまして、その時点ではどういうふうな形のものをやっていくのかというところまでは示してはおりませんでした。
　その後、去年いろいろと協議をさせていただいた中で、今年は方向としまして、松尾庁舎跡地の利用計画に関する基本計画、そういったものを策定していくという形になっております。

　今年度１年間の具体的な整備スケジュールについてご説明をさせていただきたいと思います。

　まず、８つの過程に分けてご説明をさせていただきたいと思います。

　まず、１番、庁議という形で記載させておりますが、こちらは市の市長を初め部長級で構成します決議機関、いわゆる市の最高決議機関という形になります。こちらのほうでは基本的な手順の確認や今後その内容を詰めていった中では、議会等いろいろなところに説明する事項についての了承を得る場となっております。この説明をするに当たっては、先月７月５日には今までの過程、そして今後の進め方、各部局の協力等の確認をさせていただいているところでございます。今後８月から９月、11月、２月と議会の開催前にそれぞれその事業の推進状況やそういったものを報告させていただきながら、今後の事業の進め方やそういったものを逐一確認しながら進めていきたいと考えております。

　２番目になりますが、その下に庁内検討会議というのを設けてございます。こちらは具体的な事業を調整していく場となります。行政内部の綿密な連携を図りながら、幅広い意見を取り入れるために関係課長を中心とする会議となっております。こちらのほうも当然ながら会議をその状況に応じて進めております。今後１回目は７月20日に現況の説明やそういったものを見ながら、今後は８月、それぞれ状況に応じて10月、11月、２月という形で、それぞれ関係課との協議を進めていきたいと考えています。

　３番目には、今度は（仮称）松尾地域賑わい空間創出研究会という形で記載をしておりますが、こちらは、いわゆる皆様方地域の方々の意見や提案、そういったものを具体的に取りまとめをしていくところ、また吸い上げていく場という形で位置づけております。今のところ仮称という形にしておりますが、今後今月末ぐらいには実際に設置をしまして、その後考えていきたいなと考えております。

　基本的には、松尾地域の市民を中心に地域の活性化のための有効なハード、これは施設的な整備の事業の内容及びまたここで実施していかなければいけない、していくべきだろうソフト事業、そういったものについて協議、検討していく場としたいと思います。おおむね４回程度開催をして、最終的にはこの松尾庁舎跡地の整備の基本計画のもととなる意見、そういったものの取りまとめをしていただきたいなと考えております。

　次の４番目の意見ヒアリングということですが、こちらは今３番の賑わい空間の創出研究会で議論をしていく上での必要な、例えば関係団体等のヒアリングとか、あと地域の幅広い意見を聞く場を設けたりとか、そういったような周辺住民や各種団体、生徒、松尾中学校や松尾高校等々も近いので、そういった生徒の意見、そういったものを聞く場を設けまして、それを研究会のほうへ挙げながら、実際の跡地の利用の計画のほうへ反映させていきたいというふうに考えております。

　また、12月から１月この時期はちょうど今想定なのですが、ある程度の方向性が見えてきた段階でまた広くその部分の意見について、また確認をしていきたいというふうに考えております。

　次に、５番目なのですが、こちらは跡地等整備基本計画策定ということで、今現在、今年進めていく計画の策定作業を７月の末ぐらいから３月今年度いっぱいで計画を策定していくという形にしております。こちらのほうは、コンサルタント業者のほうに委託し、お手伝いをいただきながら、庁内検討会議や市民の会議、いろいろなところのご意見、提案を踏まえながら、基本計画の原案を策定しながら進めていきたいと考えております。

　６番目の専門家派遣事業ということで、ここで（ふるさと財団）ということで記載をさせていただいておるのですが、ふるさと財団には、各地方公共団体等の事業者に対して、専門家の派遣、地域の活性化とか、そういったいろいろな取り組みに対しての助言やアドバイスをしてくれる制度があります。こちらのほうの活用も一緒にあわせて今回の跡地の利用計画に対して進めていきたいと、それを有効に活用しながら計画を策定していきたいと考えております。

　派遣の内容が、計画の策定に関する手法とか、そういったところのアドバイス、また、研究会においていろいろな協議がされるかと思いますが、こちらのほうの助言、また最終的な計画等の策定をする前に、原案の状態でいろいろなニーズやそういった意見等が反映されているのか、また必要な事項が十分足りているのかどうか、そういったようなところの確認をしながら最終的には決定していきたいなと思っております。

　次に、７番目に現在やっています松尾地区の地域審議会の関わりについて載せさせていただいたのですが、一応本日事業の今現在説明させていただいております今回計画を策定するに当たっての進め方、また、課題の整理を今後していかなければいけないだろうという、そういったところの部分のご説明をさせていただいて、12月ごろ、３番の研究会や４番の意見ヒアリング、そういったところでいろいろな意見を協議、検討した結果により、原案的に計画の案を策定していきますので、そちらの進捗状況やまた協議した結果を皆様方にこのような形でということで報告をさせていただきたいと考えております。
　最終的には、全体の計画案ができた時点で説明させていただくとともに、その後設計業務等に入っていく訳ですが、そういったところの部分のスケジュールについてもまた進めていきたいなというふうに考えております。おおむね今日を合わせて３回程度のご説明をさせていただくようになろうかと思います。

　８番は議会説明ということになるのですが、こちらのほうは当然今後予算を伴っていく事業となりますので、状況の報告、今後のスケジュール等についての説明をその都度していくということになっております。

　一応今後その計画を作っていく上でのプロセス等の簡単な説明をさせていただきますが、計画を作っていくに当たって地域課題を提示していったり、また、地域住民との合意形成を図るためにいろいろな会議、また協議をしていったり、またここの部分について行政的な視点でまとめ、そして対応できるのか、そういったところも考えていきながら、跡地の土地利用の方針、また整備計画等を取りまとめていくこととしております。

　今後整備計画を策定した以降、その計画に基づき必要な設計業務、そういったものも出てくると思います。そちらのほうは現時点の予定では、平成24年度に実施するという予定でいます。

　また、松尾出張所の移転、松尾庁舎の解体、そういったところも出てきますが、そちらのほうも24年度で行い、25年度には跡地の整備事業を進められるのかなというふうに予定をしておるところでございます。

　以上、まとまりませんが、今年度の事業のスケジュールの説明及び翌年度以降の予定についてご説明とさせていただきます。

　それでは、私のほうから補足をさせていただきたいと思います。

　例えば今の中で本審議会でございますが、この開催回数は３回ということで予定をさせていただいております。時期も例えば２回目は議会説明の後に位置づけている訳ですが、これは議会の前にしたほうがいいだろうということであれば、この辺は変わってくる可能性もございます。

　それとまた、地域審議会に改めてご報告をする等の案件が出てきましたら、これは例えば勉強会というようなことも今までやらせていただいていますので、そういったことでそれは必要に応じて、ここにはございませんが、そういった形で報告なりご意見を伺いたいと、地域審議会として３回程度を私どもでは予定させていただいていますが、そのほかに今お話ししましたように、勉強会等でご報告なりご意見を伺うということになります。これにつきましては、回数は何回ということでは限定はしておりませんので、その都度ということでお願いをしたいというふうに考えております。

　それから、裏面でございますが、これにつきましてはこの後ろ、スケジュールとは別なのですが、これにつきまして改めて再度ちょっとご確認と申しますか、今までご意見を伺った中で、確認という意味で、例えば今回取り壊し等を検討をしているものにつきましては、一番左の松尾庁舎、それから話題の中で挙がっておりますのは松尾洗心館、例えばこれにつきましては、この建物でございますが、当然126号線との関係の中で、当然ここに入り口等になろうと思われるような市の土地がございます。そういった面も含めまして、洗心館も取り壊したらどうかというようなご意見も出ておる訳でございます。

　それと本庁の下にございます旧教育委員会棟、続きましてその下でございますが、車庫棟、これにつきましては今までの地域審議会の中でも取り壊したほうがいいのだろうというようなご意見をいただいているものでございます。ということで、そういったベースの中でこれからこの跡地利用をただいま申し上げましたスケジュールにのっとって進めさせていただきたいというふうに考えておるところでございます。

　ということで、補足の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

　ただいま事務局のほうからご説明をいただきました。23年度のスケジュールについての説明でございましたが、これ説明に対して皆さんご意見がございましたらお受けしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　どうぞ。
　周東ですが、お金かけて作ったのだろうけど、前にいろんなものを作ってきましたよね、事務局で。結果を調べて開発事業の概要とかどういうものをつくったらいいかとかという案を作りましたよね。これは全然使わないのですか。

　はい、どうぞ。
　今、周東委員さんのご質問は、前回行った基礎調査の報告書、これについて今後使っていかないのかというご意見、こちらのほう非常にお時間とお金をかけて、実際潜在的な需要がどういうものがあるかということで、作成しました。昨年ですけれども、実をいいますとこれをもとに皆さん方からもご意見をちょうだいしたところでありまして、そんな中で松尾庁舎の、要するに松尾出張所ですね、出張所がどこに動けるのかということが重要なポイントになるということで、いろいろご意見をちょうだいした中で、当面、とりあえずですけれども、一旦松尾出張所をＩＴ保健福祉センターに移しましょうというご意見をいただきました。それがこの中の一つのパターンに入っています。
　ということで、全然活用しないのではなく、活用した中でそういう方向性をつけていると。

　３案あって一つの案がここに部署を置いておくのだという案はこの中にあります。何かせっかくつくったものを全然使わないのではおかしいのではないかなと、新しくどこか頼んでどうのこうのと。

　どうぞ。

　いや、使っていない訳ではなく、これも重要な一つの調査の結果ですから、これをもとに先ほど周東委員さんが言いましたように、一つのパターンは、こちらに出張所を移してとかいろいろなパターンがありましたけれども、そういう中の一つとして、ＩＴ保健福祉センターに出張所を移していくというようなことも一つの案でございましたので、そういったことでご意見をちょうだいした中で、それがまずとりあえずいいのではないかというようなことで、意見がその方向で今のところいっていると、あとはこの跡地をどういう形で利用するかというのはまたいろいろなパターンありましたけれども、これを参考とした中で改めてまたいろいろな具体的な意見を伺った後に積み上げて構築していくということでございますので、全く無駄になっているものではないということで、ご理解いただきたいと思います。

　それから、もう一つ、跡地ということばかり気にしているけれども、市長さんの答弁だって、要するにこれは松尾の庁舎を壊すと、だからこの出張所をあっちに移すと、そして跡地を考えてくれというような発言しているのかと思うのだけれども、ともかくあちらのＩＴ保健福祉センターから保健福祉部が成東へ行ったあとの跡利用については何一つ触れてない、これは結局あそこへ新しい３階建てか何か知らないけれども、建物をつくるために松尾に言ってきた。とにかく松尾の皆さんの好きなものをつくれと書いてあるのだから。説明しているのだよね、議会で説明している。だからしっかりしたものをやはり一緒に相談しながら、とにかく細かいものを見ていくと、あちらのホールですか、あれも要らないような感じで、壊すような考え、あれ壊してやる訳ではないし、ほかのものに使える訳ではないでしょうから、農林省の予算でやっているのだから、その隣、これとこれはくっついているのですよね。同じものになっている……。

　農村環境改善センターというのは壊さないです。

　だからこれを使うのにここに観光案内所をつくれとか、そこに書いてあるでしょう。だけれども我々は、なんかあそこののぎくプラザではないけれども、ああいうあれはもう土曜、日曜も満員で使えないのです。それだけの利用があるのだから、あれを何とかそういうものに使えないのかなとかいうような考えは個人的にはあるのだけれども。そういうことをこれを主体にしてまず話ししたらどうだと、そしてそのうちに案が見えてくる、今やっと出張所をどこに持っていくと、ひとまず持っていくと、果たしてあのＩＴ保健福祉センターの下で、我々、福祉とスポーツセンターをつくりたいと思っている。それだけのものをつくっていく時間があるのか、面積があるか、そんなことは我々にはわからないのです。そうするとあれを管理している人たちに説明してもらわなければならない。

　それから、広場をやるなら広場の中で農産物を売るのだったら、さらに農協なんかの人たちと一緒に話せばいい、まちの中どうのこうのしろというなら商工会の人に話してもらう、それから、太田氏のあれをつくるのならどの程度のものをつくるのか、どの程度の施設があるのか、今どこか商工会に3,000部とか何かの紙資料ですよね。そのほか本をつくったのですよね、松尾で。その本の資料を全部成東に保管してあるのだそうです。それ以外のものがこっちにあると。ただそういういきさつは今度はそういう部門があるのでしょう、生涯学習課とか。その人たちとも相談して、もしつくるならどの辺の作業をしなければいけないのか、そういうことを教えてもらえなければ考えがまとまらないですよね。一つの筋を通して、あれが向こうへ行くならそれは構わない、それも一時的でしょうけれども、一時的だかそれは後の問題でしょうけれども、ひとまず移さないことにはこれ壊せないですから。そういう点をまことに僣越ですけれども、これを見るとあちこちにものすごく疑問点があるのです。逆にいえば、ここをつくった人に聞いてみなければならないなんていうのもいっぱいあるのですよね。だからその点いかがなのか、せっかくつくった、金かけてつくった土台ですから、また自分たちで市民調査するということなのだけれども、これ市民調査やってあるじゃない。これは全然使わないということですか。僕にあなたたちくれたでしょう。企画政策課のほうでくれたのだよ。
　おっしゃっていることは大体流れとして同じことなのだよね。おっしゃっていることは、今までつくった材料を無駄にせずにこれからそれをもとに意見をいただこうということでもってやろうとしている訳だから、周東さんのおっしゃることは、事務局の方針とほとんど重なり合っていると思うのですけれども、いかがですか。

　どうぞ。

　当然そのような形でございまして、当然今までの聞いたことをまたゼロベースで１からご意見を伺っていくというものでは決してありませんので、この基礎調査を一つの資料として、これをもとにするものはもとにして、それで再度ご意見を伺っていくという形にしていただく方向でちょっと考えています。

　いよいよもう来年には、今年ある程度基本的な事項を決定して、もう来年以降には形にしていくのだということですので、こういったぼやっとした形ではなく、形が見えるもの、実際に見えるものを今年度、来年度でつくり上げていくということで考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

　周東委員さん先ほど言いましたように、こちらの建物は今のところ取り壊す予定はございません。こちらの向こう側にあるホールにつきましても、今のところ取り壊すということは決めていません。

　あとＩＴ保健福祉センターにつきましても、今跡地という形で中心にちょっとお話をしていますが、当然こちら洗心館をどうするのだという問題も、先ほど課長のほうから申し上げたとおり、一応取り壊しの候補に挙がっていますが、実際かなりの方が活用していますので、そういう活用されている方のご意見も率直に伺って、その機能を当然どちらかにという話になりますから、そういったものを含めた中で、今度はＩＴ保健センターのほうの活用をどうするのだというのも重要なポイントになってくると思います。現に今庁内のほうでもそういった検討をしまして、いろいろご意見を今伺っているようなところでございますので、当然跡地中心になっていますが、そういった意味でこの駅を中心としたこの周辺の施設を含めて、全体的なこれから検討も進めていくという中でご理解をいただきたいと思います。

　以上です。

　よろしいですか。

　結構です。

　はい、どうぞ。

　古川です。

　今お伺いしましたけれども、まだそんな段階なのですか。私もこれ参加させてもらって１年半になりますけれども、もうその前から前の審議会のほうからも跡地とか取り壊しという話を耳にしてまして、なおかつ保健センターの今の保健福祉部ですか、あれが本庁のほうに移転すると、その後をとりあえずこれは取り壊しは決まっていますので、そのまた再度こっちへ新しい建物に帰ってくる云々はともかく、もう松尾の出張所は仮でも本決まりでもとにかくＩＴ保健福祉センターのほうに何月頃移動の予定ですよぐらいも全然決まってないのですか。

　非常に進み方が目に見えて変化をしてないというのは、そのとおりだと思います。ようやく実は最初はやはり出張所をどうするのだというのが非常に一番のキーポイントで、これはＩＴ保健センターにあります保健福祉部、これが本庁機能として集約するのだというのが一緒でございまして、この問題がやはりきちっと市民の方々、議会の方々、そしてこの地域審議会の方々とそういった部分で共有されなければいけないということで、これについては非常に時間がある程度かかったという、正直言ってそういうことでございます。
　ようやくＩＴ保健福祉センター、保健福祉部は本庁に集約をされるというのも一応認知をされてきています。そういった中で松尾の出張所も仮ではございますが、そちらのほうに動くということで、ようやく具体的にこれが進むと、非常に時間的にはかなりスローなときもございましたが、ようやくここで動き始めるということで、その間にいろいろ松尾庁舎跡地の利用については、いろいろご意見を伺った訳でございますが、ある部分で非常にちょっと歯がゆいような時間の過ごし方もあったのだろうというふうに思いますが、ようやくここに来て動き出せるということになったということで、やはり私どもで手法といたしましては、今までの手法で行政がある程度計画をして市民の方にこれでどうですかというような手法であれば、それはそれほど難しくはないのだろうと。ただやはりずっと今までこの地域審議会の中でもお話をさせていただき、相談をさせていただいたのは、やはりこの地域にとって何が本当に将来必要なのか、そういったものを地域の方々がみずから考えていただいて、やはり一緒になって考えてもらいたいというような手法をとっていったほうがいいのだろうということで、非常に遠回りではありますけれども、ちょっと今まで行政主導で箱物をつくってきたやり方とは違うやり方かなというふうに考えています。

　そういう部分ではある部分では、皆様方、この松尾地域の市民一人一人のご意見ができ得ればできる限り反映をさせていただきたいと思いますが、最終的にはある方向性を決めなければいけない訳でございますが、そういった過程もやはり大事かなというふうに考えております。

　ということで、非常にある部分では進み方がちょっとスローな時期もございますが、ようやくこれでスタートラインについたということで、ご理解をいただければありがたいかなというふうに思います。

　どうぞ。

　ちょっともう１回。

　頭の中でどうしても考えたくないのだけれども、考えておかなければいけないのは、市の議会での答弁の中で、説明書があるのですよね。本庁方式の中で保健福祉部が松尾のＩＴ保健福祉センターで業務が多くなっていますが、事務の効率はどうでしょうか、保健福祉部長が、事務の効率は本庁方式に比べればやや時間がかかると、時間と言っています。しかし、今この世の中でテレビ会議ができるこの世の中で、そんなに時間的に急がなければならない公務なんて絶対ないと思います。幾らでもできると思うのです。だけれども、ともかく本庁にものをつくりたいというのがあるのでしょう。だからそれに対しては、やはり例の教育委員会のときだって能率能率と言っている、ここにあるやつと向こうにあるやつと能率がどう違うのか、この文化の進んでいるときに、ファクスもあるだろうし、常に連絡の自動車も出ていることだし、市長に用事があるのだったら電話回線でテレビで話ししたらいい。そうすれば大きい建物なんてつくらなくて済むのだよ。
　いずれもつくらなければならないのだからつくるのはしようがないけれども、そういうふうに言うと、今度は市長が合併当初は分庁方式、将来すべての部を本庁に集めることになれば、新しい庁舎を建設しなければならない、それで初めて建設しなければならないということ。コミュニティが分散という考え方や、効率的な面からも行政は集中したい。今後松尾の庁舎を耐震の問題で取り壊さなければなりませんが、その跡地については、地域の皆様方のご意見をいただきながら、地域の皆さんにとって一番好ましい形にしたいと思いますとはっきり議会で話している、だから我々は遠慮なく我々の欲しいものを言ったらいいのです。今まで欲しいもの言ったって何ももらってないのだから。ただ砂で埋めただけなのです。これはちょっと役所の方には申し訳ないのですが、事務局には失礼なのだけれども、こういうことはちゃんと見ている人は見ていると思うのです。だから、極端に言えば、何だバカにしているなと、本庁舎をつくるためにうまく利用されてしまったなと思っている。

　以上です。すみません。

　今、周東さんからございましたけれども、市長が答えているとおり、今課長が答えたのは、やはり最終的には市民のご意見を十分反映できる、つくって喜ばれるものにしたいという根本的なものは、今周東さんおっしゃったものと同じだというふうに私は理解します。
　どうぞ。

　鈴木超でございます。

　今、事務局のほうからようやくスタートラインに立てたということで、大変評価しております。

　それで、このスケジュール、平成23年度のここにありますけれども、私はこの３番、賑わい空間創出研究会、これをどんどん進めてもらいまして、それと今度６番のふるさと財団のほうの助言等をいただきまして、早くその枠をつくっていだたきまして、それからもうどんどん進めていったらなるべくは来年度にはこういった形が出てくると思いますので、ひとつよろしくお願いします。

　いろいろな関係の部局、商工会とか農協とかを集め、あの人たちと話をして、我々自身が今何をつくっていいのか訳がわからない。その人たちの意見を聞かなければ我々の自分の意見がまとまらない、だからそういう研究会をもよおしていただければいいと思うのだけれども。４時間で6,000円ばかりの、そんな高い金もらっているのだから、研究会のひとつやふたつどうってことないのだから。どうぞひとつそういう場をつくっていただかないと、場をつくっていただいて我々が意見を言って、我々の考えがまとまるような話をしていかないと、今全然わからないですね。すみません。

　どうぞ。

　大変スケジュールの細かな説明いただきまして、いよいよ動き出したという感じはしているのですけれども、ちょっと懸念していることは、すばらしい発想であることはあるのですけれども、要するに地域賑わい空間創出研究会、その研究会たるものは性格、目的、目的は大体わかりますけれども、構成メンバーだとか、審議の内容を見ると、跡地の利用問題、あるいはその周辺の整備の問題について話し合うようになっていますね。それでご意見を賜るということなのですね。そうすると我々との関係において、地域審議会はその利用については審議しない訳ですが、向こうからあがってきたものを審議するいう形になる訳ですか。そういう両者の性格のすり合わせがちょっとあいまいなのですね。
　具体的には研究会が非常に積極的に住民の合意としてこういうものをつくったり、こういうふうにして使ったらほうがいいとか、こういうふうにしたほうがいいという具体的に声を上げてくる訳ですよね。その中に我々が入らないで上がって結果を我々が審議するという形になるのですか。その両者の性格づけとか、研究会の要するに構成メンバーなんか特に私は重要な要素だろうと思うのですよね。今検討中と書いてありますよね。しかし、設置準備は７月いっぱいで終わっていることなのです。８月ですからもう設置準備はできていて、構成メンバーもできていて、大体青写真があると、第１回の研究会は開かなければならないところに来ているのではないですか。その辺の経過だとか、内容をご説明いただけますか。

　地域審議会でございますが、これ当然ご意見を伺うということも当然これからお願いをしたいというふうに思っております。ただやはり地域審議会でございますので、いろいろな部分でほかからの意見報告もこの中でさせていただきます。というのは、ここにありますように進捗状況ということでありますように、例えば賑わい創出の研究会なり、それからいろいろなところでこれからご意見を伺うのだと思いますが、それについては、先ほど申し上げましたように、この地域審議会のスケジュールとは別に必要に応じて報告をしてご意見を伺うということで、あくまでこれは報告だけして意見を伺わないということは考えておりません。やはり同じように意見を伺うところは伺い、報告するところは報告し、そして、それについてきちっとご意見をいただきたいというふうに考えています。

　それから、賑わい空間創出研究会の性格でございますが、先ほど大津委員さんからありましたように、ある程度うちのほうで構想はできております。ただ、実際これを動かすために集まった方々の意見を本当に生きた意見をうまく集約をしてとかいろいろな意見を出していただくというような手法はどうあるべきだとか、例えば意見がきた中で多分皆さんに意見を伺うようなやり方もありますし、ワークショップ型のそのやり方もございますし、これについてはもうちょっとお時間をいただければなというふうに考えています。

　やはり皆さんの意見を集約するやり方というのはいろいろな手法がある訳でございますので、そういった部分につきましては、ここに⑤でございますか、例えば跡地等整備基本計画の策定というのは、これにつきましては、当然それなりの専門家に業務を委託する等もございます。ですので、そういったところからのご意見を伺いますし、先ほどありましたように、専門家派遣事業ということで、これについてはどちらかというと、ある部分では私どもが進めている内容等について、再度専門的な見地から意見をいただくと、セカンドオピニオン的なところも再チェックというのですか、そういうところもあると、そういう中でいろいろな専門的な知識を持った中でご意見をいただくというような形で進めたいというふうに考えています。

　ですので、実際にこれから動き出した中で、当然地域審議会の委員さんの中からも当然そういった研究会の中にも加わってもらわなければいけないような場面が出てくると思いますので、その手法については、具体的にまたお示しをしていきたいというふうに考えております。

　以上でございます。

　まだメンバー決まってないですか。
　メンバーについては触れていませんので。メンバーはどういった構成になりますか。
　メンバーのほうなのですが、先ほど課長のほうから話ししたとおり、まだ確定はしてないところです。おおむねこんな感じでというのがありますので、それについてちょっとご紹介させていただきたいと思います。

　一つは、この地域住民の方々、これは手法とすれば例えばです。区長さん方に、区長さんでも結構なのですが、ご推薦をいただくということで、何人か入っていただいたらどうかなと、あとはＪＡ関係の方これも必要ではないかということで今のところ考えています。あとは商工会だったり、当然ですが学識経験の方が数名、それと地域活動を積極的に展開している方々何人かというようなことで、おおむね15から20ぐらいのメンバーになるのではないかなということで、今最終調整をしているところでございます。

　先ほど来ご説明しています意見、ヒアリングという先ほど４番ということでありましたけれども、これは松尾の中でもいろいろな団体がございます。例えば商工会もそうですし、商工会の中にも青年部があったり、また農業団体があったり、また社会福祉団体があったり、芸能関係、郷土芸能をやったりと、また自分たちで健康増進を楽しまれる団体だったり、日常クラブでやっているとか、いろいろな方たちがいます。もう一つは、洗心館を現に利用している団体の方々もいますので、今度はワークショップという形で、そういった方々の意見もすべて伺っていこうというような姿勢で臨みたいというふうに考えております。

　この委員会も先ほどお話ししたメンバーがしっかり決まった委員会ではなく、そういうワークショップから委員会にもどんどん出て行ってお話しできるようなそういったオープンな形でちょっと進めていきたいなというふうに考えていますので、そういったことも含めて先ほど課長がお話ししましたように、なにか今まで松尾の地区で余りやったことがないような取り組みといいますか、そういう形で進めていきたいなというふうに考えていますので、まだちょっとはっきりしたメンバーは言えませんけれども、今のところそういうことで進めさせていただいて、最終調整にもう少し時間がかかるということでございます。

　先ほど来ありましたけれども、地域審議会の皆様方にも立場はどうかわかりませんが、その研究会に入っていただいたり、ワークショップに場合によっては参加いただいたりということになろうかと思いますので、その際はご協力をまたお願いしたいということでお願いしたいと思います。

　以上でございます。

　おおむね了解できましたけれども、非常に大事な発想だと思うのですよね。なにか委員会方式とか審議会方式ではなくて、自由に物が言えて研究会的にああしようこうしようという意見が集まってくると。ですから、その発想というのは非常に伸びやかな発想で、今まで松尾になかった発想だと思います。ですから、そういうところからより活き活きとしたプランが出てくるような感じがいたします。大いに期待しておりますので、運営については相当本腰を入れてお願いしたいと思います。

　それから、もう一つですけれども、これはお願いといいますか、こういったまちの跡地をどうするかというような問題について、やはり市民にＰＲ、公表していく必要がありませんか。我々だけがわかるのではなくて、ちまたの人たちは本当にこれ壊してしまうのという感じではないですか。ですから、正式に決まる、あるいは出張所がＩＴ保健福祉センターに行くのだよということが決定されたならば、市民にやはり説明すべきではないですか。区長会でも何でもいいと思うのです。それは時期的にはいつごろになるとか、そういう流れもやはり市民に、特に松尾地区の市民に連絡していかないと、ガラス張りでもってこの事業を進めていかないと、結局結果的には浮いた、偏ったものになってしまうと思うのですよね。ですから、そこのＰＲというか、広報活動というのを私は大いにこのスケジュールの中に入れていただきたいと思う。スケジュールに入ってないのです、広報活動というのが。それは非常に抜け落ちではないでしょうか。いつごろ広報に載せてどこに市民にアピールしていくのかというのは非常に大事なことだと思います。よろしくお願いします。

　はい、どうぞ。

　小椰です。

　ちょっとお伺いしたいのですけれども、今そこの洗心館ありますよね。これは結構パッチワークだとかいろいろな会で活用、利用しているという話は聞いているのですけれども、この場合に例えば一つの話の中で、ＩＴ保健福祉センターありますよね。あそこが要するに図書館以外を残して全部保健にかかわる部分は、本庁にいつごろ移転になるものなのか、その後残った場所、２階は現在図書館になっていますよね。私は図書館しか行ったことがないのですけれども、それ以下の部分、要するに洗心館と同等くらいの利用ができるものなのか、できるとすれば今度はここにつくるものはあえてつくる必要性はないというのです。その辺をある程度もうちょっと明確にして、どういうＩＴ保健福祉センターで機能的にこういうことも使えるのではないかとか、そういうものがあれば、あえてこっちと重複しない形でまた検討してみるのも一つの方法ではないかと思うのですけれども、いかがでしょうか。

　ちょっと齊藤さん待ってね。小椰さんのほう。

　関連してでいいですか。

　齊藤です。

　実は私洗心館を壊すというその時点からＩＴ保健福祉センターが利用する内容的なものそのまま移動できると私はみております。今私あの中の部屋が幾つあるかということもおおよそ私は数えてあります。和室もあります。階段がないということで、お年寄りの方にも利用できる平地であり、あそこが私は今まで行きませんでしたけれども、一番この洗心館をそのまま移動して、より一層ここより使いいいという、ある意味では核心を持てるぐらい私はよく観察して知っております。ただそちらから何部屋ありますよというお言葉をちょうだいしたい。ですけれども、なんかちょっと話が飛躍しますけれども、そういう私たちのこういう思いというのは、素直にそちらに通るのでしょうか。跡地利用については、ほかのいろいろなニュースがこちらにも入ってきておりまして、確定的に入ってきているＩＴ保健福祉センターのこれから後の利用するある団体の事務局長からも話が出ているぐらい確実なニュースとして伝わってきている部分があって、今までこの話はしていませんけれども、私は今小椰委員さんがおっしゃったまさにＩＴは一番適切で部屋数もあります。それはもう私見ております。

　私のほうでわかる範囲のことで説明をさせていただきたいと思います。
　まだＩＴ保健福祉センターの跡にどうするというのは、多分行政の内部の私の認識では、100％これでいくのだというのは決まってないのではないか、そういう話は多分あるのだろうと思いますが、それが確定をしているというのはちょっと。

　いいです。

　申し訳ございません。

　やはり今のようなお話は通るのか、あげていただけるのかという話ですが、これは松尾地域審議会の中でこのような意見があったということは当然お話はさせていただきたいと思います。今齊藤委員から出たようなお話は当然させていただきたいと思います。
　それと、時期ですが、これはちょっと触れさせていただきました。やはり本庁機能という部分で、ＩＴ保健福祉センターから本庁へ移れる時期によりますので、この辺がもう少しお時間をいただければはっきりしてくるのだろうというふうに思っております。

　ということで、今私が認識している範囲の中でちょっと、これで説明になるかどうわかりませんが、よろしくお願いしたいと思います。

　ちょっと今のお話にそういう話もあったかもしれません。私は私として、ＩＴ保健福祉センターは福祉ですよね、簡単に言えばお年寄りの話をする場、コミュニケーションの場、それには何が一番いいかというのは、やはりお風呂なんだよな。銭湯なのです。銭湯に入りながらお年寄りが話をして上がって、また何かするというやつはどうかなと、これは個人的な意見ですよ。それで壊したやつはやはりそれと総合したものをつくってもらいたい。使い道は何でも使えるが、この際せっかく壊すのだから、新しくつくってもらってもいいのだから、金はあるのだ、つくってもらいましょう。

　そして、台所が二つあるでしょう、キッチンが。どこにあるのですか。ＩＴ保健福祉センターとここにあるのですか。変わらないのですね。壊さないということですね。

　ここですか。

　ここは壊さないです。

　壊さないところにあるのだ。

　改造はできるのではないのですか。

　改修の可能性はある訳ですよね。この建物の中はね。

　せっかく二つあるのだから。

　つくってあったらもったいないですからね、壊すのに。

　以上です。
　そういう意見もあるということをひとつスポーツといってもスポーツセンターというのは、いろいろ機械だとかそういういろいろなのがありますよね。そういうものは松尾にはないのだから、そういうものをつくるためにせっかくつくったのを、だれか知らないけれども、市長の意見であっちへ行ってしまったのですね。旧松尾町民の金でつくったものが松尾の住民が使えなくてはまずいと思います。

　ありがとうございました。
　会長さんのほうから何か意見はないですか。よろしければ。
　どうぞ。
　小椰です。いいですか。先ほど課長が言ったように、このアンケートを一つの基礎にしてもいいということでしたので、これは松尾地区だけでこのアンケート出ていますよね。これを松尾地区だけで、その一つ一つ協議したり、いろいろ意見やって、松尾独自のものを、企画政策課さんのほうも忙しいでしょうから、さっき課長ではないけれども、何回やってもいいですよというようなお話でもあったことだし、その辺どうかなと思いまして、どうでしょうか。

　正式な審議会ではなくて、勉強会とか話し合いというのは、それはもう必要に応じてやることはやぶさかではないというふうに考えますが。

　地域審議会が主導権を握ってということですよね。
　そういうことですよね。だからここで市のほうで部長と課長それぞれ来てくれればすぐ回答は返ってくるけれども、やはり松尾は松尾の一つの今後のこともあるから、十二分に地域審議委員としても重々勉強会をした上での結果判断だと、我々のこれをある程度尊重してもらいたいのだというのも一つの方法ではなかろうかと思うのですけれども、いかがですか。

　どうぞ。

　古川です。

　ここに旧松尾町のときの奥田さんもいらっしゃいますし、当時議員に入っていた議会のほうに参加されていた方もいらっしゃいますけれども、私も今鈴木さんともお話ししたのですけれども、松尾町の将来ということで、こんな分厚い写真入りのパンフレットを作成されまして、将来の松尾ということで、松尾の東側でＩＴ保健福祉センターはあっちへ持っていったのだと、何でここが云々といったら、この周りはこれは旧松尾高校跡地ですよね。これ以上の開発というか外へのあれができないと、そういうことで市長さんも保健センターの中は、先ほど齊藤さんおっしゃいましたけれども、部屋はいっぱい、いろいろなふうに多目的に使うスペースはありますと。ここについては大きい農業祭、そういったのに大きいテントみたいのを、そのときは冗談で話ししましたけれども、そういった多目的広場としてとりあえず置いていこうと、そういう中で何かが生まれるのではないかなというのをお伺いしたのです。
　前にもちょっとお話ししましたけれども、旧議員さんともお茶会でいろいろな個人的なあれで話したとき、やはりここについては将来的なのをみるのだったらやはり東側だと、それが私旧松尾地区の基本だと私はずっと思っていたのですけれども、そういうのは地布久さんも鈴木さんも当時町の中心にいた方がいらっしゃいますけれども、そういった方の意見というのは全然もう却下されるのですか。

　いや10年たってもその当時と今と大して変わらない。幾らあそこに立派なものをつくってああしろこうしろと言ったって……。

　ちょっともう一つですけれども、なおかつ６番目にさっきもふるさと財団の専門家の意見をお伺いすると、さっき大津先生のいろいろな団体の方がなっても結局は思いがこっちの方向にばんといってしまうのではないかというのがあるのですよね。というのは、アンケートを旧松尾町じゅうとったって、何だよ、パフォーマンスだったのではないかよとそういった気がしないでもないのです。すみません。

　それは、いろいろと難しい問題で、これは合併になる前には要するに松尾は松尾で独自で松尾町をどうしようかという基本構想をつくったり、実施計画をつくったりやってこれをきた訳ですよね。今回も合併をしたので、こういうそのものを合併全体で考えないといけないと、松尾はもう前のことを、前はこうだったかというのは要らないということがある訳でしょう。

　ただ、市長さんの意見は、いつも言われているように、松尾の住民の方の意見を重視すると。

　それは市も同じですよ。今……。

　だからそういったもう合併しているのだから、松尾の今までのやつはペイだよというそういう……。

　例えば古川さんおっしゃっているように、例えば学校をつくるにしても、これはもう松尾とかそういうものを選んでいく段階ですごく時間がかかるし、あるいは足踏みする時間もある訳ですよ。だから、これだと言った市役所のほうも、行政が一方的に箱物をつくるのではなくて、やはり皆さんのご意見を聞きながらということで、今こういう会議をもっていてくれている訳だし、組織つくっている訳ですから、それが一方的に市がぐっと方向づけを示して引っ張っていってしまうという話には私はならないのではないかというふうに考えます。

　野中です。

　これまで審議会に出席しておりまして、各建物の庁舎を取り壊すことと、取り壊す際、今の出張所をどこへ持っていくかということのお話をしてきた訳です。私は私なりに考えると、やはり今まで話しした庁舎、洗心館、旧教育委員会棟、車庫、これらもこの８月号の広報の中でも読ませていただきましたけれども、確かにそれらを全部壊す方針で、私は当然古川さんと話しましたけれども、その中を私なりに歴史博物館なりいろいろな物産館いろいろなものをやるに当たっても、新しく賑わい空間創出研究会、そんないろいろな意見を聞きながら、私自身も本当にここにするも何をやるかわからない、また何か難しいなと思っているのですけれども、ただこれを取り壊した際に出張所はこの間の話だと、仮にとにかくＩＴ保健福祉センターに持っていこうと、それはやむを得ないと思います。その出張所もまだ取り壊した中で、私自身の考えは、今のここに持ってくるのが一番妥当ではないかなという思いがあります。これはまた皆さんの中でＩＴ保健福祉センターのほうに持っていくかどうかという話もあるでしょうけれども、私はＩＴ保健福祉センターは２階が図書館で、あの中に本当にいろいろな洗心館機能という話もありましたけれども、今の事務所と皆さんも健康診断などで行くとわかるとおり、あそこに調理室なんかある訳ですけれども、本当の会議室、皆さんがいろいろな研究会で使う会議室となるといろいろな問題があるのだと思っています。当然松尾でこれからいろいろな健康診断、いろいろなものをやっていくのは、たとえ全体が成東に移ったとしても、松尾の人口が１万人以上いるからには、やはりこれらも使いながらやっていくことを考えると、やはり最終的にいろいろな皆さんの中で、ここの空き地をきれいに更地にした中で、公園なりそういう洗心館活動ができる、隣には施設もこれは折り合いを混ぜながらここにつくるのが私の考えはいいのではないかなと思いはあります。

　いずれにしろ、今言ったこの４つはここで早く取り壊していただければ、いろいろなまた空想が浮かんでくるのではないかと思うのです。特に前向きに早くもうそれはこの間も何度も話ししたのだから、私は取り壊す方向と、その中でいろいろな団体にも意見を聞きながら吸い上げて、私なり地域審議会として最終的に皆さんがいろいろ絡んでいる案を吸い取り、それぞれ委員さん方で考えながらどんどん進んでいくのがいいのではないかなという思いです。

　以上です。

　事務局さん、ちょっと失礼ですが、松尾には野菜の直売所というのがあるのですか。

　隔週ですか、日曜日にやっています。

　それにはその組合員がいるのですか。例えば10人か15人の人が集まって直売所も全部つくっていますよね。そういうのはないのですか。

　今ちょっと話出た、朝市組合は週１回やっているのですけれども、あとそれ以外に毎日にやっている直売所は松尾にはないです。
　ないのですか。

　それはやはりお金が足らないのですか。

　そんなことはない。立地条件が結構あって、周りの消費地の問題だとか、いろいろ条件がありますので。

　各地方で随分やっていますよね。千葉県でもやっているのですよね。

　千葉県どころかあちこちに今あります。ただこの場所がいいかどうかというのはまた疑問だと思うのですよね。

　やはり出店する人がある程度利益を生まないとしようがない。

　だからそれは貸せばいいのだから、責任持って事務所のところにばっとつくって、こっちでやれば。

　このあれは難しいのですよ。道の駅に出している方もいますけれども、余ったら今度売れないやつは引き取らなくてはならないのですよ。同じく野菜なんか値切ってしまうでしょう。それだったら大きい農協とかＪＡとかに出荷してしまったほうが同じく値切ってしまうのですからね。
　ちょっと脱線しちゃいました。すみません。脱線して。

　ほかにございませんか。

　どうぞ。

　秋葉です。

　根本的なこととしてひとつここで皆さんに確認をしておきたいことがありまして、私として、というのはこの流れとして前回あたりから役場の跡地利用については、賑わい空間にするのだということを前提に既に動き始めている、跡地利用についての賑わいを求めることが市民の少なくともコンセンサスがあるならばそれに向かっていくということは、一義的にいいことだと思うのですが、市民の皆さんはそれで皆さんとしては基本的には承知をなさっていることなのか、賑わい以外のもの、例えば防災拠点にするとか、そういう使い道もあるとすれば、そのことも踏まえて皆さんのご意見をお伺いしたいと思うのです。賑わいの空間にすべきだという１点ではご納得なさっていらっしゃるのか、いかがでしょうか、皆さん。

　賑わい空間の定義が難しいね。
　非常に難しいです。漠然とした抽象的なとらえ方だと思うので、賑わいといっても、例えば人が集まることが賑わいとした場合に、よそからの人の導入が賑わいとするのか、旧松尾町民の人たちが寄ってくることの賑わいを目指すのか、その大きく２点に分かれる、あるいは一緒になる、融合するということもあるのでしょうけれども、とりあえず両方最初から求めるというのは難しいと思いますので、人の集まることを賑わいとするならば、どちらを主に考えて地域審議会としては進めるということにすべきなのか、私今悩むところなので、皆さんのご意見いただければと思うのですけれども。

　伺いたいのは、出張所の跡地、更地にした後のものをつくるときに賑わい空間を求めるということで皆さんはご納得なさっているのか、ほかに使い道を考えるという選択肢はないのかということが１点です。

　次の点は……。

　どういう賑わいのものを求められるのかと。

　いやいやどういうことではなくて、跡地利用についてですから、要するに賑わいというのはどういうものかというのはちょっと個人的な考え方でしか説明できないのですけれども、そこの基本で少なくとも14人、13人の意見が一致すればある方向性は出てくる訳ですよね。今、事務局のおっしゃっていることはそのとおりだということで納得した上で、これからの議論を進められる訳ですけれども。私自身も賑わいということについては賛成なのですけれども、どういう賑わいを皆さんは求めているのか、求めようとするのか。

　地布久ですけれども、副会長が聞いていることとかいろいろなことを皆さん意見出していますが、もともと地域審議会では、ある方向性はできていたと思うのですよね。それをこの賑わい空間研究会とか何とか今度今後そういうところの意見を聞くということなのですけれども、それはすべて今までのある程度の方向性ができている中で聞いて、また我々にもっとこういうことが出てきたからどうですかという意見を聞く場だと思っているのですよね。だから今ここで私たちは、ではこれをどうだとか何とか何も意見が出てこない場所で考えをどうこう言っていることは必要ないのではないかと。今まで散々やってきたのだから、それはもう重々わかっているのだから、その上でもうちょっと意見を出したいというのが市のほうの方針ではないかなと思うのですけれども、今までの意見をすべて却下して、却下というか白紙にしてもう１回練り直すということではないと思うのですよね。だからここは今日はこういうものをつくりますという意見が市のほうの提案で、我々のほうは今まさか今までのことを無にしているということではないのだから、今もさっき周東さんが散々やったＩＴ保健福祉センターにここの仮庁舎の１とか４とかもう以前にも決まっていることだし、今さらそれをここで審議するここともないだろうし、今日の審議というのはスケジュール……。

　賛成した覚えはないよ。

　だけれどもＩＴ保健福祉センターに仮庁舎がいくということは……。

　アンケートのムードで話がついてしまうのはおかしいよ。

　いや、前の会議のときにもＩＴ保健福祉センターに行きますということでみんな納得したと思います。

　私納得してない、はっきり言いましたよ。

　それは多数決でしているよね。

　今日の会議というのは私としては、そういういろいろな研究会とかできますよと、皆さんこういう形で今後スケジュールを組みますというのを市が提案しただけで、それを研究会が何をつくるかわからないとか何とかここで審議していても私はしようがない、出てきたことに対してまた私たちの審議会にもその意見がこういうのが出ましたというのを聞かされるのだから、そのときに審議すればいいことではないかなと私は思っています。今から先走っていろいろなことを言っていても一つも先へ進まないのではないかなと思います。

　以上です。

　これは厳密に言うと、地布久さんの意見になりがちなのですけれども、議長の進めでなるべく皆さんの意見を聞こうというふうにひとつ狙いがある訳です。例えばさっき周東さんから意見が出ましたＩＴ保健福祉センターのいろいろな問題も前々回の議員さんとの懇談会で方向づけはできているようなこともございます。ですけれども、厳密に言えば地布久さんの意見で前はこういうふうに方向づけができているのだからという話にはなりますけれども、私のほうとしてはやはり回を重ねていく中でバックしてしまう面もあるかもしれませんけれども、意見として聞こうやという対応を考えていますので、その辺はひとつご理解をいただきたい。

　秋葉さんが今提案したことについて、これは施設をつくれば賑わいを考えない施設というのは多分ないのではないかなという考えはありまして、それは建物の部屋一つごとでは違うかもしれませんけれども、一つの旧松尾町のこの跡地利用としていえば、やはりそれは人が集まって賑わったほうがいいのではないかという考えはする訳ですよね。

　今、秋葉さんからそういう意見が出たから、これは賑わいを主体にしたほうがいいのかどうかと言われれば、それはやはり人が集まって賑わったほうがいいのではないかという考え方にはなるかもしれません。

　どうぞ。

　齊藤です。

　先ほどの洗心館をＩＴ保健福祉センターにいう私の案ですけれども、野中さんの意見があそこがそれだけのものがないという意見でしたよね。部屋数とか、私ここで提案したいのです、事務局に。あそこの平面図をこの次出していただけますか。平面図、１階の平面図、そうするとどれだけ部屋があってどの程度の広さのものが幾つあるかというのが明らかになる、今そちらで部屋数を言ってくだされば一番いいのですけれども、私は使えるというふうに思っています。ですから、この次に平面図を出してください。１階の平面図、よろしくお願いします。

　何をつくろうにも中がよくわからないからね。例えばＩＴ保健福祉センターもほしい訳だ、平面図が。

　いや、あれはバーンと広くてつくればいいのですよ。

　たくさんあるのですよ、部屋。

　図書館というのはこの松尾の図書館というのは、子供の書籍を集める一つの独特の図書館なのですよ。独特のを持っているのです。だから我々もただ一つの部屋的なものをつくるというのはおかしいと思います。

　それでこの間大体の方向が決まっているというけれども、なんか記録残っているのだろうか。

　これは記録は残っているはずです。これちゃんと録音していますし。

　記録を見なければいけないな。そんなのあなたいつ決まったのか。

　いや、それは審議会というのは……。

　周東さん、ＩＴ保健福祉センターに仮庁舎が行きますというのは言ってあるでしょう、言われたでしょう。仮庁舎は……。

　仮庁舎ですよ。

　仮庁舎は福祉センターに一時行きますというふうに決めたでしょう。

　仮庁舎ですよ。仮庁舎は私は賛成しました。

　仮庁舎と言ったでしょう、私。

　だから仮庁舎を持っていって、またあそこを壊すためにこっちに持ってこなければならない。

　あそこを壊すと１回も言ってないでしょう。

　壊すではない、中をいろいろ変えるのに……。

　行くだけの話でその先のことは決めてない、決めてない、話し合ってないです。

　いや、おれは先のことまで考えているのだ、はっきり言えば。

　決めたことはもう守りましょうよ。

　この委員会ではとりあえずそこで決定ではないけれども、とりあえず出張所はＩＴ保健福祉センターに移しましょうよと意見で集約した訳ですよ。とりあえず移しましょうと。ですから、ここは壊すこと決まったのですから、それもその仮庁舎をどこにするかということで随分意見調整で時間かかったのですよ。だけれども、一応そこに移しましょうよという方向づけがここでまとまったと。

　ほかになければ、これはＩＴ保健福祉センターをどう活用するかというのは、これは今洗心館は今部活といいますか、クラブの活動やっていますので、こっちを壊して向こうでこっちの機能が十分できるかどうかという問題は、これはやはり考えておかなければいけないですね。こっちを壊してしまったからはじき出されてしまって行くところがないといえばこれはとてもではないけれども納得できませんので、こういう話にはならないように、仮に壊して向こうを設定する場合には、今利用している皆さんがなるべく利用できるような方向で考えないと、これはもう利用している人も困るという考えをいたしますけれども。
　100％は結構難しいですよね。ああこれはとなりますからね。

　だからもしそれができればこっちへ、もし新しくつくるのがどういうふうなものが今度必要になってくるかというのが逆に……。

　あそこで歌の練習だとかそんなのは全部とっちゃいますよ。

　どうぞ。

　会長、すみません、花澤ですが、今会長が言った話ですけれども、前回市会議員さんと話をしたときに難民をつくらないと、洗心館の難民をつくらないということで、本山さんが念を押したという中身がありますので、その辺はもうわかっていると思いますから、今さらの話をしてしようがないと思います。ということです。
　はい、わかりました。

　花澤です。

　今日ちょっと初めてこちら参加させていただいたのです。皆さんのいろいろなご意見等を伺っておりますけれども、この跡地、何か新しいものをつくるにしろ、いずれにしても何かできたらそれをまた20年、30年、50年と長いことまた利用しなくてはいけない訳ですね。今の20代の人とか、それから30代の人、そのぐらいの人がずうっと何かということで利用できるような、要は若い人たちがもっとどんどんどんどん松尾に集まってきたいと、こういうのがあるから非常に楽しいよとか、なにかそういう若い人を引きつけるようなそういったものができたら私はとてもいいのではないかなと思います。やはり若い人のエネルギーというのは、たくさん集まれば力も何倍にもなりますので、ぜひそういう若い人たちの意見もどんどんいっぱい聞いていただけるようなこんな形にしていただければありがたいと思います。

　土屋さん何かご意見ございませんか。

　土屋です。

　せっかくご指名いただきましたので、一言だけ。

　いろいろお話を伺っている中で、跡地問題ですけれども、先ほど秋葉さんがちょっとお話ししていただきました賑わいの場ということで、私常々思っているのは、ほかの市町村を見たときに、箱物というか、体育館の大きいアリーナ形式のもの、あるいは今一番人気のサッカーで、女子は優勝しましたけれども、なでしこジャパン、ああいうサッカー場的なものをつくって人工芝にして多目的に使えるような施設、そうすれば今一番人が集まる、さっき若い人ということでは一番人が集まる施設ではあると思います。

　先ほど周東さんもいろいろ言っていた文化施設だとかいろいろな箱物がほかにできないのかなと、ここもせっかくこうやって広くあけてくれたので、その広い施設、小さいものをいっぱいつくるのではなくて、広い利用地、駅前でこれだけ、駐車場の問題があるのですけれども、駐車場はまた土地どこか確保してもらえればいいかなという気がしますので、せっかく広い土地を何とか利用していただければ一番ありがたいなと思っていますので、よろしくお願いします。

　それでは、時間も大分過ぎましたけれども、今回のテーマは、23年度のスケジュールということで、市のほうからお示しをいただきました。皆さんの意見は、繰り返しになったこともございますし、前に前進して建物の内容にまで触れることもございますけれども、とりあえずこれはこのスケジュールでさらに23年度は進むということで、ひとつご了解をいただきたいというふうに考えます。

　これができた段階で次のステップを審議会としてどういうふうな内容を検討してもらうかにつきましては、また市役所のほうと協議して、今の予定では11月とか12月に一応予定しておりますので、その辺までに先ほど大津委員から出た意見なんかもどういうふうに進行しているかということを踏まえて会議を開いていただきたいと思いますけれども、とりあえず今日はこの空間のスケジュールについてご説明をいたしまして、ご了解をいただきたいというふうに思いますし、第１の件につきましては、これで終わりにしたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。

　次に移りまして、その他で市のほうで幾つか報告事項があるそうでございますので、ひとつよろしくお願いをしたいと思います。よろしいですか。

　議題としてはその他ではございません。

　では、４番のその他でご報告いただくということでよろしいですか。

　では事務局のほうから４番のその他ということで進めさせていただきたいと思います。

　それでは、お手元の資料でございますが、山武市乗合タクシーのご利用についてということでご覧いただきたいと思います。

　昨年の10月から山武市におきまして乗合タクシーと基幹バスの実証実験を行っております。第１期から第３期ということで計画をしておりまして、現在第２期の実証実験運行がこの４月から始まっているところでございます。

　いよいよ今年の10月から今まで乗合タクシーは松尾蓮沼地域、それと成東地域だけで行っておりましたが、いよいよ山武地域、旧山武町の地域におきましても乗合タクシーを導入して市内全域同じような形での実験を始めるということでございます。
　それにつきまして、このご利用についてということでこちらを見ていただきたいと思いますが、まず運行区域でございますが、先ほど言いましたように、旧山武町も入れて運行しますよということで、運行日は前からご案内のとおり、土日、祝日も含めまして毎日運行をしております。休みは年末年始12月29日から１月３日までということになっております。
　運行時間は、平日は午前８時から午後６時まで、土日、祝日は午前９時から午後６時までということでございまして、利用できる方はそちらに書いてありますように、市内にお住まいの方で事前に利用登録されている方、これタクシーでございます。

　料金でございますが、この辺が若干変わってまいります。料金は１人１乗車につき中学生以上300円で、中学生未満、これ小学生ですけれども、これが150円ということで行っております。これは現在両方変わらずでございますが、障害者の方につきましては、現在無料で運行をしておるのですが、これからは持続していかなくてはならないという中で、障害者の方々にも一部ご負担をいただきたいということで、10月以降は200円、100円という形でご負担をいただくということで考えております。
　その後ろのページでございますが、先ほど説明しました運行のイメージ図でございます。ここに書いてあるように、各地域、こちらでいいますと旧松尾町と旧蓮沼村のエリアを乗合タクシーで運行していくと、エリア内の移動を乗合タクシーで行っていただいて、エリア外につきましては、基本的に真ん中のほう、クランク型で赤い太字で書いてありますが、基幹バスというものが運行されていますので、この基幹バスをエリア外のところについてはご利用いただくということで今のところ運行をしているところでございます。
　ただし、山武市役所、本庁ですね、それとさんむ医療センターにつきましては、乗合タクシーで同じ料金で直接移動できるというようなことで、そういったサービスを行っているところでございます。緑の左上でございますが、緑のエリアが今回新たに乗合タクシーが導入されるエリアでございます。
　したがいまして、乗合タクシーが導入されました暁には、現在旧山武町時代から運行しておりました山武の巡回バスというものは一旦休止をして、乗合タクシーを導入して実験するという形になっております。乗合タクシーの実験結果を踏まえまして、その後をどうするか検討していくという形で進んでおります。

　以上が今年10月からの市の公共交通についてでございますが、ここで資料はございませんが、以前３月のときに基幹バスのバス停を増やしますよというお知らせをしたと思います。その結果について資料はございませんが、ご報告をさせていただきたいと思います。

　当初昨年の10月に基幹バスのバス停留所でございますが、23カ所でスタートしまして、それをこの４月から45カ所に増やしました。この松尾のエリアも例えば大堤のスタンドの前だったり、あとは田越だったり、またセイミヤさんの前だったりということでかなり増やしております。
　その結果、昨年10月から始めまして、１カ月、昨年の10月は１カ月で利用者が1,300人ちょっとでございました。それが周知されていく関係で３月は約1,700人になりました。４月以降バス停を増やしましたら、４月で2,100人に増えました。現在６月まで出ていますが、６月は2,430人の利用がございます。ということで、まだまだ十分とは言えませんが、利便性を向上させていただいて、なおかつ認知されてきますとこれからもまだまだ増えるのではないかということで、期待しているところでございます。そういう結果が出ているということでご報告をさせていただきます。

　あと乗合タクシーでございます。乗合タクシーのほうは、昨年の10月一月で1,200人の利用がございました。３月はちょっと震災の影響もありましたが、おおむね1,600人でございました。これ若干増えています。６月は2,000人ということで、こちらのほうも徐々にでございますが、利用者が増えているという状況でございます。

　そんな中でもこの松尾の地区の方々は、余り利用される方が多くないという結果が出ておりますので、地域のエリア内でしたら300円で自宅から目的地まで直接移動することができますし、特に決められた時間はございませんので、ご予約をしていただいてぜひご利用いただきたいということで、これからもまた周知をさせていただきますので、ご近所等でのＰＲ等もご協力いただければというふうに思います。

　以上、市の公共交通についてご報告をさせていただきました。

　以上です。

　続けてよろしいですか。

　それでは一緒に。

　それでは、こちらもご報告になりますが、お手元のほうに混雑防止策に係る航空機騒音実態調査結果中間報告というものがあると思います。これはＮＡＡさんのほうでお出しいただいた中間報告でございまして、その内容についてご報告をさせていただきます。

　最近飛行機が途中から違う方向に回っていくのに気づいている方がいるのではないでしょうか。これにつきましては、以前にもご案内したかと思いますが、混雑防止策ということで、南風時にこちらの方面に離陸する際に以前は海まで出るまで真っすぐ飛んで出ました。それを混雑などによって航空管制上必要な場合に限ってでございますが、高度が6,000フィート、約1,800メートルです。高度が1,800メートルに達して、なおかつ騒音の第一種区域、こちらでいきますと猿尾の線路でございますが、線路を越えた場合に限ってですが、進路を右に振ることができるということでございます。そういった混雑防止策が３月27日から行われております。
　そういったことを受けまして、その混雑防止の策を講じた場合に騒音にどういった影響があるかということで調査をしたのがこの結果でございます。

　次のページを見ていただきたいと思いますが、調査日時でございますが、これは先ほど言いましたように、３月27日から行っておりますので、その前とその後で調査を行っております。運用規制の緩和策実施前ということで、これちょうど震災にぶつかってしまっておりまして、震災が３月11日でございますが、その11と12日は除かれておりますが、３月８日から16日の間でその新しい緩和策前の測定をしております。その後ですが、３月29日からまた１週間かけまして、その対策の測定を実施したということで、その結果でございます。

　調査地点でございますが、全体で10地点行っておりますが、当山武市ではさんぶの森中央会館と山武市役所で行っております。これはなぜかといいますと、真っすぐ飛んできて振れたときの影響を測定するということで、その２地点で行われております。

　２ページ目を見ていただきたいと思いますが、その測定地点の地図上に落としたものですので、後でご覧いただきたいと思います。

　細かい測定方法などいろいろありますが、そちらのほうは飛ばさせていただいて、６ページをご覧いただきたいと思います。

　これが測定の結果でございまして、さんぶの森中央会館と山武市役所というのがございまして、測定の結果が載っています。上に書かれているものが60.4デシベルとありますけれども、これが変更前の調査、先ほど言いましたように３月８日から16日までの間に測定した結果、それで下に書いてあるものが変更後ルートが変わって、飛んでその影響を測定した結果でございまして、例えばさんぶの森中央会館ですと、変更前は60.4だったものが変更後は59.6ということで、若干下がってしまっていますが、影響がないという結果が出ていると、同じように山武市役所につきましても、58.3デシベルが57.7デシベルということで、こちらも影響が出ていないという結果が出ております。

　次のページがそちらの平均で示したことで、その結果も同じような結果が出ているということで見ていただきたいと思います。

　一番最後のページでございます。そういった結果をまとめたものが一番最後のページでございまして、その表を見ていただきたいと思いますが、表７ということで、測定の結果の抜粋でございまして、今申し上げましたように、離陸をする機を対象にしたものについては、さんぶの森中央会館が60.4デシベルだったものが変更後59.6ということで、マイナス0.8ということで伺っております。これは測定の誤差の範囲ということで、影響がないだろうという結果です。同じように山武市役所も同じような結果が出ているということでございます。
　これも震災の影響を受けまして、実際飛んでいる便がかなり減りました、一時的に。この混雑緩和策を実施した便も当然減っています。今はかなり増えてきておりますので、今後の課題としてまたある地点でこういった調査をする必要があるだろうということで、ある席でＮＡＡさんのほうにも要望をしてありますので、必要な時点でまたこういった形の報告が、測定をやって報告をしていただけるということでございますので、またそういう機会がありましたら皆様方にご報告をさせていただきたいと思います。

　なお、この中間報告の結果につきましては、この秋にまた空港だより等で一般の方々にもお知らせするということでございますので、ご了解をいただければと思います。

　以上、報告です。よろしくお願いいたします。

　それでは、今２点について報告がございましたけれども、何かご質問ございますでしょうか。

　古川です。

　乗合タクシーの件なのですけれども、これは松尾は蓮沼と松尾だけなのですか。先ほど周東さんからも出ましたけれども、私も山武に元気館がございますよね。あれいいお風呂がありまして、プールもありますし、先ほど松尾にはそういった施設が何もないと、乗合タクシー使えば近所のお友達と、ちなみに私のあれで３カ月の定期で、プールとか全施設利用できて１万3,500円なのです。小売りだともっと安いと思うのですよね。そういうのをなんかもっと利用できるように、タクシー。

　ただいまの古川委員さんからの乗合タクシー、地域を越えて移動することはできないのかというお話しなのですが、今現在先ほど説明したとおり、松尾でいいますと、松尾地域と蓮沼地域、特別に市役所のほうに行くのと医療センターに限っては移動できるようになっています。そのほかの地域につきましては、先ほどお話ししました基幹バスというのを運行しておりますので、ちょっとご面倒でも乗合タクシーで基幹バスのバス停に移動してもらって、基幹バスを利用していただきたいという形で今のところ考えています。これはなぜかといいますと、やはりタクシー事業者さんのご理解もある程度得ないと、民営圧迫ということもありますし、そういったことを踏まえて、ある程度制限された中で公共交通を構築しているということでございます。当然豊岡のほうから直接例えばですけれども、元気館に行ければコースも最短で行くと何分もかからなくていいのですけれども、そういったもろもろのことを考えながら今ちょっと実験をしているところでございますので、それも踏まえた中でまた今後検討していかなくてはならないと思いますが、今のところはそういう形で運用させていただいているということでございます。

　先ほどの松尾から利用者が少ないという、要は松尾、病院とそういった公的機関を抜いたら、松尾から行く人、あとウォーターガーデンぐらいしかないですからね。だから利用者が当然少なくなって……。

　ちょっとご理解をいただきたいのは、まず今回の実証実験でやはり交通弱者と言われる方、いわゆる買い物ですとか、それから医療関係でございますか、これについてはきちっとこれは市が責任を持ってやることでは、足を確保しなければいけないのだろうということで、いろいろ課題はございます。今古川委員さんから出たものにつきましては、課題としてご意見として伺っておきたいと思いますので、どうかご理解をいただければということでよろしくお願いしたいと思います。

　その中で元気館もひとつ、特定、指定で構わないですけれども、入れてもらえればかなり利用者も。

　ほかにございませんか。

　秋葉です。

　山武地区の乗合タクシーは何台で始められるのですか。

　とりあえず今のところ３台でいくつもりで準備をしています。

　同じことなのだけれども、山武の人たち今までずうっとバスを運行していたでしょう。これを実証実験とはいいながら余り抵抗がなかったのかなと思ってちょっと気になったもので、もし差し支えなければ。

　説明会をやらせていただきました。その中でやはり今現在もかなりの方がご利用なっていらっしゃいます。そういった部分ではやめてほしくないというようなご意見も多数挙がっております。これが現実でございます。ただ、実証実験という中でやはりまだ巡回バスでございますか、定時定路線ということで、まだ公共交通をご利用になれない方もいるという中で今回の実証実験をやらせていただきたいということで、ご理解をこれから賜るべくまた説明会を開催をさせていただきたいというふうに思います。

　すみません。花澤です。

　騒音測定の話なのだけれども、今結構猿尾の線路脇でやっていますよね。それがもう１点、セイミヤの下で始めましたけれども、それは何ででしょうか。

　それは、通常の測定の範囲で毎年一定期間やっていますので、その年間でやっているうちの一つです。
　では場所はたまに変えるのですか。

　基本的にはほとんど一緒のところでやるようになっていますけれども。

　ただ、最近目についたから、何でなんだろうなということでちょっと思いましたので。

　猿尾の道路のところなんかは、毎年多分やっています。今回今報告させていただいたのは、特別……。

　特別なものではなくて、普段のやつの中でこのセイミヤの下で最近やっているから、あれ何でこんなところでやるのかねというふうに思ったから、そこの話。

　通常の年間の中で場所多少変わりますので。

　わかりました。

　それでは、長時間にわたりましてご検討いただきましてありがとうございました。

　非常にこの庁舎の跡地の問題は、今日あった中でも非常にご審議、論議いただきましたし、住民の関心のある事柄でございます。十分審議を重ね、また皆さんのご意見をいただきながら事業を進めてまいりたいと思いますので、ひとつよろしくご協力をお願いしたいと思います。

　以上で会議を閉めたいと思います。

　今までいろいろなご意見を本当にお聞かせさせていただいておりました。新しいものを起こす、生み出すというのは本当に大変なもので、ご承知のように合併というのを選んで大きな歴史が変わった訳ですけれども、それぞれの地域は大切にしていこうと、それからコミュニティ、それぞれの地域のコミュニティを大事にしていくということで、そういう中で地域審議会もありますので、地域審議会はここだけの場ということではなくて、全市的な目で見て、自分たちの地域もバランスよく頑張っていこうということだというふうに思っています。

　そういう中で今日の生みの苦しみといいますか、この庁舎跡地をどういうふうに活用しようかと、それは基本的な私どもの考え方は、本当に行政でこういうものは今後もやっていけるという玉があれば一番いいのですけれども、そういうものは正直言ってなかなかありませんし、見つかっていません。そういう中で、どうしてもやはりそこで核になるのは、地域の人たちでありますし、ご意見にもありましたように、次を担う方、次代の方々、若い人たちだと思います。そういう人たちが本当にこういうこの施設を賑わいとかいろいろな定義といいますか、考え方もあるかもしれませんが、そういうものを自分たちで起こしていこうというエネルギーがないと、どうしても生きたものになってこないのではないかなというふうに思います。
　いよいよその方向を決める正念場が今年中、年内には恐らくたたき台の方向は決めないとしようがないという、決めないとしようがないというか、そういう時期になってきたということですね。決めないとなかなか時間がずれて遅くなってしまいますので、何とか年内には方向をまとめさせていただきたいと思っております。

　そういう中では、いろいろなご意見すべてをまとめて一つというのは、恐らくなかなか難しい、いろいろな要素を組み合わせますけれども、恐らくどこかで方向性を定めるということにはなってくると思います。そういうところで今日新たにまたいろいろな方々の声を聞く研究会にも取り組んでみようというふうなことでも動き出します。ぜひ年内の方向が出せますようにこちらも一生懸命また頑張りますので、ひとつ今後とも審議会の皆様方にはよろしくお願いしたいと思います。本当にありがとうございました。

　以上でよろしいですか。どうもご苦労さまでございました。ありがとうございました。


